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      参考資料 

 

１ 地域福祉活動団体等の状況 

（１）町会・自治会 ● ● ● 

町会・自治会は、さまざまな活動を通じて地域住民がお互いを理解し、明るく

住みよいまちづくりを進めていくことを目的に、原則として、町又は丁目単位（住

居表示実施区域）、字単位（住居表示未実施区域）で組織されています。 

町会・自治会では、地域集会所の設置・維持管理、各家庭への「広報とんだば

やし」などの配布のほか、地域美化（ごみ置き場の設置・維持管理、地域清掃、

排水路の清掃など）、交通安全（カーブミラーの設置要望など）、防犯（防犯灯の

設置・維持管理、年末夜警など）、防災（自主防災組織の設置など）、自治振興な

どのさまざまな地域の課題に取り組んでいます。 

 

（２）富田林市社会福祉協議会 ● ● ● 

富田林市社会福祉協議会は、「社会福祉法」第 109 条に規定された「市町村社

会福祉協議会」に位置づけられる民間団体（社会福祉法人）です。 

「社会福祉法」では、市町村社会福祉協議会は、①社会福祉を目的とする事業

の企画及び実施、②社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助、③社会

福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成、④その

他、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るために必要な事業を行うこと

によって、地域福祉の推進を図ることを目的とする、と定めています。 

富田林市社会福祉協議会は、地域住民と一緒に富田林市で安心して暮らしてい

くことができるよう、福祉の視点からのまちづくりを支援をすることを目的とし

た団体であり、市内の各種団体が組織構成会員として参画し、協議を経て、上記

の目的達成のために下図のようなさまざまな事業を実施している団体です。 
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富田林市社会福祉協議会の主な事業 

■地域福祉の推進に関すること ○小地域ネットワーク活動（校区・地区福祉委員

会活動支援） 

○コミュニティソーシャルワーカー配置事業 

○日常生活自立支援事業「ほっと」 

○生活福祉資金の貸付 

○当事者団体・福祉団体への支援 

○イベント機器貸出し 

■ボランティア活動に関するこ

と 

○ボランティアの募集、ボランティアの派遣・調

整 

○ボランティアの育成、ボランティアグループの

登録、ボランティアグループへの支援、ボラン

ティア保険の受付 

○ボランティアに関する調査 

○住民参加型軽度生活支援システム事業 

■在宅福祉サービスに関するこ

と 

○在宅給食サービス 

○車いす等の貸し出し 

○地域包括支援センター事業 

○外出支援事業 

○デイサービスセンター事業「かがりの郷」 

■その他 ○善意銀行 

○共同募金、歳末助け合い運動 

○社会福祉協議会賛助会員制度 

○富田林市立コミュニティセンター「かがりの

郷」の指定管理 

○富田林市立総合福祉会館の指定管理 

○献血推進協議会 
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（３）校区・地区福祉委員会 ● ● ● 

福祉委員会は、原則として小学校区とし（校区の事情によって、より狭い地域

を区域として設定している地域もあります。）、それぞれの区域において、住みよ

い福祉のまちづくりを進めることを目的としています。それぞれの区域では、校

区・地区福祉委員会を基盤に、地域住民が主体となって知恵と力を出し合い、そ

こに住むすべての地域住民が安心して暮らしやすいまちづくりを推進しています。 

校区・地区福祉委員会では、小地域ネットワーク活動として、いきいきサロン、

子育てサロン、ふれあい交流、友愛訪問、啓発活動などのうち、それぞれの区域

の実情に応じて特色ある活動を行っています。また、地域住民どうしの助けあい

やつながりを深めていくためのしくみづくりとして、「地域福祉行動計画」の策定

にも取り組んでいます。 
 
 

（４）民生委員児童委員協議会 ● ● ● 

民生委員・児童委員は、「民生委員法」に基づいて、広く社会の実情に通じ、社

会福祉の増進に熱意があり、「児童福祉法」に定める「児童委員」としてもふさわ

しい市民が、それぞれの地域から推薦され、厚生労働大臣から委嘱され、地域住

民の福祉向上のために活動する民間の奉仕者です。 

民生委員・児童委員は、「民生委員法」第１条に掲げられているとおり、常に市

民の立場に立って相談に応じ、必要な援助を行っています。また、民生委員児童

委員協議会は、民生委員・児童委員の職務に関する連絡・調整、必要な資料・情

報の収集、職務に必要な知識・技術に関する研修、行政への意見具申などを行っ

ています。 

富田林市民生委員児童委員協議会では、高齢者や障がい者など援助を要する地

域住民に対して在宅援護を行い、要援護者台帳の整備・活用を図るとともに見守

り活動を行うなど、地域の福祉活動に関する事業の計画・調整等の支援を行って

います。また、校区・地区福祉委員会などと積極的に連携し、小地域ネットワー

ク活動を促進しています。 
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（５）コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ） ● ● ● 

ＣＳＷは、地域において支援を必要とする人に対する「見守り、発見、相談、

サービスへのつなぎ」機能を強化し、地域福祉の計画的な推進を図るために配置

されるソーシャルワーカーです。ＣＳＷは、地域福祉に関わるさまざまな専門機

関や活動主体と連携・協働して、高齢者、障がい者、ひとり親家庭など、支援を

必要とするあらゆる人や家族への支援に取り組み、自立生活支援のための基盤づ

くりとして「いきいきネット（地域健康福祉セーフティネット）」の構築を図って

います。 

地域住民が抱える生活課題の複雑化・潜在化などが進む中で、また、地域福祉

の担い手が多様化（多元化）する中で、対応が難しい生活課題などに対しては、

地域福祉活動団体等が連携・協働してその解決に向けて取り組むことが重要です。 
 

（６）福祉サービス提供機関 ● ● ● 

富田林市内にある主な福祉サービス提供機関を、次頁の表のとおり、高齢者関

係、障がい者関係、児童関係に分けて整理しました。 

高齢者関係では、介護保険事業者のほか、地域包括支援センター、在宅介護支援 

センター、訪問看護ステーション、街かどデイハウス、シルバー人材センターな 

どがあります。また、地域に対する社会福祉法人の公益活動として、大阪府社会福 

祉協議会を中心に従来から取り組まれてきた生活困窮者レスキュー事業に加え、本 

市においては福祉施設連絡会が設立しました。“社会福祉法人の使命”としてそれ 

ぞれの特徴や強みを活かした支援事業を展開していきます。 

障がい者関係では、「障害者総合支援法」に基づき、福祉サービスを提供する事

業者のほか、地域活動支援センターなどがあります。また、基幹相談支援センタ

ーでは、総合相談や具体的な支援、関係機関とのネットワークづくりを行ってい

ます。 

児童関係では、保育園、幼稚園、児童館、学童クラブ、ファミリー・サポート・

センター、つどいの広場、子育て支援センターのほか、大阪府の機関である子ど

も家庭センター（児童相談所）があります。 
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表 主な福祉サービス提供機関の状況（平成２８年２月現在） 

分野 事業又は施設の種類 事業所数又は施設数 

高齢者関連 居宅介護支援事業者 51 事業所 

 訪問介護（ホームヘルプサービス） 47 事業所 

 訪問看護 11 事業所 

 通所介護（デイサービス） 39 事業所 

 通所リハビリテーション（デイケア） ２事業所 

 短期入所生活介護 10 事業所 

 短期入所療養介護 ２事業所 

 福祉用具貸与 ５事業所 

 認知症対応型通所介護 ６事業所 

 認知症対応型共同生活介護（グループホーム） ８事業所 

 介護老人福祉施設 ７事業所 

 介護老人保健施設 ２事業所 

 地域包括支援センター ３か所 

 在宅介護支援センター ６か所 

 訪問看護ステーション 11 か所 

 街かどデイハウス ４か所 

 シルバー人材センター １か所 

障がい者関連 居宅介護（ホームヘルプサービス） 32 事業所 

 重度訪問介護 29 事業所 

 行動援護 ２事業所 

 短期入所（ショートステイ） ９事業所 

 生活介護 18 事業所 

 就労継続支援（A型・B型） 18 事業所 

 同行援護 19 事業所 

 移動支援 22 事業所 

児童関連 保育園 15 園（公立６園、私立９園） 

 幼稚園 17 園（公立 11 園、私立６園）

 児童館 １館 

 学童クラブ 22 クラブ 

 地域子育て支援センター ２か所 

 幼児教育センター ２か所 

 つどいの広場 ７か所 

 ファミリー・サポート・センター １か所 

 子ども家庭センター（児童相談所） １か所 
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（７）ボランティア、ＮＰＯなど ● ● ● 

本市では、既に述べたとおり、富田林市社会福祉協議会のボランティアセンタ

ーにおいて、ボランティアの募集及び派遣・調整、ボランティアの育成、ボラン

ティアグループの登録、ボランティアグループへの支援、ボランティア保険の受

付、ボランティアに関する調査などの活動を行っています。また、本市が設置し

た富田林市市民公益活動支援センターにおいても、市民公益活動に関する情報提

供、相談（ＮＰＯ法人設立相談、ボランティア相談など）への対応、市民公益活

動やボランティア活動に対する支援（事務機器等の利用など）、市民公益活動団体

やボランティア団体との交流支援などの活動を行っています。 

平成 28 年４月現在、ボランティアセンターに登録しているボランティアグル

ープは 16 グループあり、その他、給食・保育の個人登録者が 70 名います。ま

た、富田林市市民公益活動支援センターに登録している団体は、平成 28 年４月

現在で 151 団体あります。 
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表 団体登録ボランティア 

 グループ名 活動内容 活動日 

1 
トンボ 

（富田林ボランティア） 

介護用品（薬入れやエプロン等）や手芸（服

のやぶれやゴムの入れ替え）修理（車い

す）などの活動を通じて障がい者・高齢者

へのお手伝いをしています。 

毎月第 2 木曜日 

2 日舞グループ 

日本舞踊を親しみ、楽しさを共有するため

に設立しました。グループ員の福祉の向上

を図ると共に、各施設との交流を図ることを

目的に活動しています。 

毎月第 1・第 3 火曜日 

3 りすの会 

錦織荘でおしぼりとオムツたたみの作業を

お手伝いしています。 月 1 度 8 カ所の老人

施設に歌や踊りを楽しんでいただく勝荘を

しています。年に１度お芝居の披露もして

います。 

毎週土曜日 

4 
在宅ボランティアグループ 

「にんじん」 

在宅での認知症高齢者、障がい者（児）等

を抱えている方の生活向上に寄与すること

を目的とした在宅ボランティア活動。月に１

回「しあわせの日」（ミニデイサービス）の開

催 

その他要請に応じて行事のお手伝い 

（打合せ会議） 

毎月第 1 木曜日 

（開催） 

毎月第 3 木曜日 

5 
ボランティア 

金剛グループ 

特別養護老人ホーム「富美ヶ丘荘」にてお

年寄りと関わりながら、おむつたたみ・縫

物・食事介助・買い物代行などの活動をし

ています。 

毎週水曜・金曜 

6 
富田林市朗読ボランティアグ

ループ「くさぶえ」 

毎月、視覚障がい者（リスナー）の方へ定

期的にテープを作成し発送したり、図書館

より依頼を受けて録音図書の制作をした

り、対面朗読もしています。 

毎月第 3 水曜日 

7 
とじぼ 

（富田林自助具製作ボランティ

アグループ） 

身体の不自由な人が自立した生活を、より

快適に送るために必要な道具（自助具）を

依頼者と相談しながら製作しいています。 

毎月第 2 土曜・第 4 日曜 

8 
要約筆記サークル 

「はなみずき」 

聴覚障がい者に話の内容を速く、正確に、

読みやすく伝えられるか？を勉強していま

す。講演会では OHC、個人対応ではノート

テイクをしています。 

毎月第 1 日曜・第 3 土曜 

9 
南河内精神保健福祉ボランテ

ィアグループ すばる 

近隣市町村にある地域生活支援センター

等に通所されている皆様と、研修・スポー

ツを通して相互親睦を深めています。 

毎月第 2 木曜 

10 富田林点訳サークル 

市の定期刊行物及び依頼物と視覚障がい

者の方々からの希望図書・記事等を点訳

し、発送する。市外の方からのご利用もあ

ります。 

毎週月曜と月末 1 週間 

11 
とんだばやし 

 おもちゃ病院 

動かないおもちゃ、思い出いっぱいのおも

ちゃにもう一度命を吹き込み、物を大切に

する心を子ども及び親に少しでも伝わるよ

う、活動しています。 

毎月第 1 日曜 

（総合福祉会館） 

（コミュニティーセンターか

がりの郷） 

第 3 日曜 

（金剛公民館） 
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 グループ名 活動内容 活動日 

12 
拡大写本ボランティアグルー

プ 「ゆめの会」 

弱視児童・生徒（小・中学生）の教科書を手

書きやパソコン等で見やすく拡大し、製本し

ています。 

毎月第 2 火曜 

13 地域応援団 

地域で暮らす、障がい者・児、高齢者等か

らの支援要請に応え、寄り添い、見守りな

がらその方々と共にひとときを過ごします。

毎月第３水曜、第４木曜 

14 喫茶ボランティア  なごみ 

福祉会館にて喫茶なごみ・コロニーにてコ

ーヒー出前講座などを通して、利用者の皆

様に“ホッと”一息、心から和み楽しく雑談し

ていただけるように「なごみ」と名づけまし

た。 

総合福祉会館にて 

月・水・金 

金剛コロニー 

不定期 

15 
富田林傾聴ボランティア 

「またあした」 

在宅の高齢者を訪問し、相手の心に寄り添

いながら悩みや不安を整理がつくようしっ

かり傾聴し、共に喜び楽しみを共感できる

よう活動しています。 

月 1 回 

16 災害ボランティア 「スクラム」 

災害時迅速に対応するため、災害訓練や

体験学習等を行い、今後起こりうるであろう

大震災に備えた活動をしています。 

毎月第 1 土曜日 

    

 個人登録 活動内容 活動日 

1 保育ボランティア 依頼があった際に派遣（講座等） 不定期 

2 給食グループ 

運転 

ご利用者宅への給食の配食・キーステ

ーションへの給食の配食 

配食 

ご利用者宅への給食の配食 

運転 

月～金（祝日を除く） 

配食 

月・水・金（祝日を除く） 
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２ 校区交流会議からの意見 
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３ 富田林市地域福祉推進委員会 設置要綱 

富田林市要綱第７９号 

 

富田林市地域福祉推進委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 富田林市地域福祉計画（以下「計画」という。）の策定及び推進についての意

見を求めるため、社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第１０７条の規定に基づく

富田林市地域福祉推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（組織） 

第２条 委員会は、委員２０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

（１）学識経験者 

（２）福祉・医療関係者 

（３）公募市民 

（４）前各号のほか市長が適当と認める者 

３ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第３条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

（会議） 

第４条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開く事ができない。 

３ 委員会の議事は出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは委員長の決する

ところによる。 

（意見の聴取等） 

第５条 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の出席を求め、その意見を聴

くことができる。 

（報酬） 

第６条 委員の報酬及び費用弁償については、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償支給条例（昭和５１年富田林市条例第２０号）による。 
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（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、子育て福祉部地域福祉課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が

定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ 最初に行われる委員会の招集は、第４条第１項の規定にかかわらず、市長が行う。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、公布の日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

 この要綱は、公布の日から施行する。 
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４ 富田林市地域福祉推進委員会 委員名簿 

要綱（分野） 氏名 所属 

２条２項１号 
（学識経験者） 

◎小野 達也 大阪府立大学教育福祉学類 

２条２項２号 
（福祉・医療関係者） 

堀野 俊男 社団法人 富田林医師会 

端山 弘明 
社会福祉法人 
富田林市社会福祉協議会 

山本 俊雄 富田林市民生委員児童委員協議会 

林 守 富田林市身体障害者福祉協会 

塩野 義一 富田林市老人クラブ連合会 

花岡 康裕 
（H28,3,31 まで）

富田林市立小中学校長会 

合田 哲也 
（H28,5,23～） 

富田林市立小中学校長会 

服部 一夫 
NPO 法人あい 
地域活動支援センターときわぎ 

岡本 聡子 NPO 法人 ふらっとスペース金剛 

藤井 よしみ 
社協登録ボランティア 
要約筆記サークルはなみずき 

和田 良子 
社会福祉法人 
富田林市社会福祉協議会 

２条２項４号 
（公募市民） 

大畠 俊二郎 公募市民 

川戸 敏雄 公募市民 

２条２項５号 
（市長が適当と認めるもの） 

○遠坂 貴史 富田林市人権協議会 

山内 庸行 
（H28,5,27 まで）

富田林市町総代会 

西尾 進 
（H28,7,1～） 

富田林市町総代会 

◎委員長 ○副委員長 
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５ 富田林市地域福祉活動計画策定委員会 設置要綱 

（目的及び設置） 

第１条 富田林市地域福祉活動計画（以下「計画」という。）の策定に関し必要な事項

を協議するため、富田林市地域福祉活動計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）

を設置する。  
 

（組織） 

第２条 策定委員会は、15 人以内の委員で組織し、富田林市社会福祉協議会会長（以

下会長という。）が委嘱する。 

２ 委員の任期は、委嘱された日から当該年度末までとする。ただし、委員が任期の途

中で交代した場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
 

（委員長及び副委員長） 

第３条 策定委員会に委員長１人及び副委員長２人を置き、委員の互選によりこれを定

める。 

２ 委員長は、策定委員会を代表し、会務を総括する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。  
 

（会議） 

第４条 策定委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。  

２ 策定委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことはできない。  

３ 策定委員会には必要に応じ、委員以外の者を会議に出席させ、説明又は意見を聴く

ことができる。  
 

（事務局） 

第５条 策定委員会の事務局は、富田林市社会福祉協議会法人運営係に置く。 
 

（費用弁償） 

第６条 委員の費用弁償については、社会福祉法人富田林市社会福祉協議会役員等の費

用弁償に関する規則による。 
 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 
 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は平成２３年５月２４日から施行する。 



 
108 

 

 

（招集の特例） 

２ 最初に招集される委員会は、第４条の規定に関わらず会長が招集する。 
 

３ この要綱は平成２８年３月１１日から施行する（一部改正） 
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６ 富田林市地域福祉活動計画策定委員会 委員名簿 
氏名 所属 

◎原山 信雄 富田林市民生委員児童委員協議会 

○小野 達也 大阪府立大学教育福祉学類 

○室井 宏文 社会福祉法人 いずみの福祉会 つじやま作業所 

田中 義記 須賀東地区福祉委員会 

新里 恵美 伏山台校区福祉委員会 

佐竹 章生 富田林自助具制作ボランティアグループ とじぼ 

石留 文子 富田林市介護者（家族）の会 たんぽぽ 

遠坂 史代 医療法人 同愛会 新堂診療所 

吉松 利通 大阪府済生会富田林病院 

細川 美子 社会福祉法人 凛優会 富貴の里保育園 

高 麗晶 ＮＰＯ法人 とんだばやし国際交流協会 

桒畑 将紀 社会福祉法人 四天王寺悲田富田林苑 

花岡 憲 富田林市子育て福祉部地域福祉課 

髙橋 大河 
社会福祉法人 富田林市社会福祉協議会 

第２圏域地域包括支援センター 

白井 厚雄 社会福祉法人 富田林市社会福祉協議会 

◎委員長 ○副委員長 

 



 
110 

７ 策定経過 
年月日 主な内容（市） 主な内容（社会福祉協議会） 

平成 27 年 
12月22日 

第１回富田林市地域福祉推進委員会 
 １．会議の公開等について 
 ２．本委員会の目指す方向・地域福祉について
 ３．策定スケジュールについて 
 ４．市民アンケート調査票（案）について 

 

平成 28 年 
1 月 19 日 

第２回富田林市地域福祉推進委員会 
１．福祉アンケート調査票（案）について 

（１）福祉活動者を対象 
（２）福祉サービス提供者（施設）を対象

２．第２期地域福祉計画の概要について 
３．市民アンケートについて 

 

平成 28 年 
1 月 22 日 

   ～ 
平成 28 年 

2 月 8 日 

市民意識調査の実施 
・富田林市在住の 20 歳以上 
・配布数：2,158 通 有効回答数：1,089 通 

平成 28 年 
2 月 23 日 

   ～ 
平成 28 年 

３月８日 

福祉関係アンケート調査実施 
・福祉活動者調査 

配布数：165 通 有効回答数：119 通 
・福祉団体調査 

配布数：135 通 有効回答数：86 通 

平成 28 年 
３月 22 日 

第３回富田林市地域福祉推進委員会 
１．委員会スケジュールについて 
２．富田林市市民意識調査調査結果報告について
３．福祉関係アンケートについて 
４．地域福祉計画 施策別検証シート（案）について
５．地区交流会（案）について 
６．増進型地域福祉の考え方 

 

平成 28 年 
５月 23 日 

第４回富田林市地域福祉推進委員会 
１．福祉団体・福祉活動者調査 調査結果報告書
２．市民意識調査 調査結果報告の追加について
３．地域福祉計画 施策別検証シート（案）について
４．（仮称）校区交流会議（案）について 

第１回富田林市地域福祉活動計画策定委員会 
１．地域福祉活動計画策定について 
２．地域福祉活動計画策定の意義について

（講義） 

平成 28 年 
７月 11 日 

   ～ 
平成 28 年 

8 月 26 日 

校区交流会議の実施 
・市内 16 小学校区 

平成 28 年 
９月 27 日 

第５回富田林市地域福祉推進委員会 
１．校区交流会議について 
２．計画（案）について 
３．策定スケジュールについて 

 

平成 28 年 
９月 29 日 

 

第２回富田林市地域福祉活動計画策定委員会 
１．校区交流会議について 
２．地域福祉活動計画（案）について 
３．策定スケジュールについて 

平成 28 年 
10月31日 

第６回富田林市地域福祉推進委員会 
１．計画（案）について 
２．策定スケジュールについて 

 

平成 28 年 
11月14日 

第７回富田林市地域福祉推進委員会・第３回富田林市地域福祉活動計画策定委員会 
１．計画（案）について 
２．策定スケジュールについて 

平成 29 年 
2 月 1 日 

   ～ 
平成 29 年 

2 月 25 日 

計画素案に対するパブリックコメントの実施 
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８ アンケート調査票 

（１）市民 ● ● ● 
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（２）福祉活動者 ● ● ● 
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（３）福祉団体 ● ● ● 
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